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１．まえがき 

ダム工事に用いるコンクリートは単位水量が少なく，僅かな水量の変動がコンシステンシー特性や耐久性

に大きく影響するため，製造時の水量管理が極めて重要である。そこで，細骨材の含水状態に左右されず，

正確に細骨材と水を計量できる「細骨材水浸式計量システム」１）をダム建設工事の現場プラントに設置した。

2002年 6月から本システムの運用を開始し，2002年末時点で約 13,000m３のコンクリートを製造している。 

本報告は，この細骨材水浸式計量システムの概要および本方式を用いて製造したコンクリートの品質安定性

に関する検証結果について示すものである。 

 

２．細骨材水浸式計量システムの概要 

細骨材水浸式計量システムは，計量器に水，細骨材の順に各材料を投入し飽和含水状態として水浸細骨材

の質量と容積を計量し，両者の密度差から水と細骨材の各質量を算出する。この際，予め投入する水量を計

量しておくことにより，計量に用いた細骨材の表面水率を算定することができる。 

ダムコンクリートの場合には単位水量が少なく，細骨材全量を水浸式で計量することができない。そこで，

一部の細骨材を水浸計量し，残りの細骨材に関しては水浸計量時に併せて求まる表面水率の算定値を用いて

表面水を補正する計量方式を採用した。この細骨材分割型水浸式計量の概要を図－２に示す。 

 

３．細骨材水浸式計量システムの検証結果および考察 

まず，実際に変動が予想される範囲内で 3水準の表面水率の砕砂を対象とし，水浸式計量による算定結果

と細骨材貯蔵ビンの排出部から採取した試料の JIS A 1111による測定値を比較した。結果を図－２に示す。

両者の間には全般的に高い相関が認められる。特に，表面水率が約 6％以下の範囲では，両者の差異は最大

でも 0.5％程度でほぼ一致する結果が得られた。一方，表面水率が 8％を超える範囲では，水浸式計量におけ 
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     図－１ 細骨材分割型水浸式計量の概要       図－２ 細骨材の表面水率の算定結果 
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表－１ 検証に用いたコンクリートの試験配合 
水セメント比 細骨材率

W/C s/a 水 セメント 細骨材

(％） (％） Ｗ C S G２ G３ A１ A２

61.0 38.0 158 260 709 639 532 2.87 0.86

　：　フライアッシュセメントB種 （密度 2.88g/cm３），　混和剤　：　ＡＥ減水剤（A1)，　ＡＥ剤(A2)

　：　砕砂（表乾密度 2.67g/cm３），　粗骨材　：　砕石（表乾密度 2.68g/cm３，　Ｇ２　40-20mm，　Ｇ３　20-5mm）

mm) (cm) (％）

配　　合　　条　　件 単　　　  位  　　　量  　　　　（kg/m３）

大寸法 スランプ 空気量 混和剤粗骨材

40 8.0±2.5 4.5±1.0
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